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第５回宇都宮市農業委員会定例総会 議事録 

 

日 時  

令和５年１２月２１日（木）午後２時００分～午後３時１５分 

場 所  

宇都宮市役所７階 宇都宮市農業委員会室 

出席委員  

１番：櫻井委員（会長職務代理），２番：恩田委員，３番：平出委員，４番：中山委員， 

５番：小島委員，６番：相良委員，７番：小野口委員，８番：佐藤委員（会長職務代理）， 

10番：手塚（孝）委員，11番：手塚（敏）委員，12番：田﨑委員， 

13番：永岡委員，14番：吉澤委員，15番：福田委員，16番：伊澤委員， 

17番：村田委員（会長），18番：宇梶委員，19番：髙橋委員（議席番号順） 

欠席委員  

 ９番：刈部委員 

会議経過 

１ 開 会 

出席委員１８名で法定定数に達しているので，開会を宣する。 

２ 会長あいさつ 

   

３ 議事録署名委員の選任 

議事録署名委員の選任は，議長指名により，議席番号１０番の手塚（孝）委員， 

１２番の田﨑委員の両名を指名する｡ 

４ 議案の取下げ及び訂正並びに追加について 

  議案の取下げ：議案書６ページ議案第２９号（令和５年１２月１１日付けで取下げ） 

訂正並びに追加：なし 

５ 議 事 

議 長  それでは，本日の議事に入りたいと思います。議案書１ページをお開きくださ

い。日程第１「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第１

号から６号までの６議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１号について御説明いたします。旧市地区の申請で，市街化区域内の農

地となっております。譲渡人は，譲受人の営農に協力するため，譲受人は，隣接

地と併せて耕作するため，申請地を売買により取得し，隣接する老人ホームで提

供する野菜を作付けする旨の申請です。譲受人は，申請地に隣接する老人ホーム

の経営者で，申請地に隣接する畑を耕作しており，農機具については，トラクタ

ー１台を所有しております。また，申請地は，全て耕作可能な農地であることを

確認しており，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 
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議案第２号について御説明いたします。平石地区の申請です。譲渡人は，相続

したが耕作できないため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を贈

与により取得し，水稲を作付けする旨の申請です。贈与税の支払い意思は確認し

ております。農機具の調達状況は，トラクター１台，田植機１台，コンバイン１

台をリースにて確保しております。また，申請地は，耕作可能な農地であること

を確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことか

ら，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第３号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲渡人は，譲受

人の営農に協力するため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を売

買により取得し，水稲を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラク

ター１台，田植機１台，コンバイン１台を所有しております。また，耕作に必要

な農作業への従事状況についても問題ないものと調査しており，申請地も耕作

可能な農地であることを確認していることから，農地法第３条の許可要件を満

たしていると調査しております。 

議案第４号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲渡人は，譲

受人の営農に協力するため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を

売買により取得し，イチゴを作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，ト

ラクター１台を所有しております。また，申請地は，全て耕作可能な農地である

ことを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないこ

とから，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第５号及び６号は隣接地であり，譲受人が同一であるため，併せて御説明

いたします。瑞穂野地区の申請です。議案第５号の譲渡人は，相続したが耕作で

きないため，議案第６号の譲渡人は，譲受人の営農に協力するため，譲渡人は，

自宅近隣の農地及び隣接地と併せて耕作するため，申請地を売買により取得し，

ネギを作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラクター１台を所有し

ております。また，申請地は，耕作可能な農地であることを確認しており，耕作

に必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条の許

可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第１号から６号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１号から６号について，「申請のとお

り許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。２ページをお開きください。「農

地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第７号から１２号まで

の６議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 
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事務局  議案第７号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲渡人は，相

続したが耕作できないため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を

贈与により取得し，野菜を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラ

クター１台を所有しております。また，申請地は，全て耕作可能な農地であるこ

とを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないこと

から，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

     議案第８号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲渡人は，譲

受人の営農に協力するため，譲受人は，自宅隣接の農地を耕作するため，申請地

を贈与により取得し，野菜を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，ト

ラクター１台を所有しております。また，申請地は，全て耕作可能な農地である

ことを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないこ

とから，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

     議案第９号について御説明いたします。横川地区の申請です。譲渡人は，高齢

により耕作できないため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を売

買により取得し，水稲を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラク

ター１台，コンバイン１台，田植機１台を所有しております。また，申請地は，

耕作可能な農地であることを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況

についても問題ないことから，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査

しております。 

      議案第１０号について御説明いたします。横川及び雀宮地区の申請です。譲渡

人は，高齢により耕作できないため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，

申請地を売買により取得し，水稲を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況

は，トラクター２台，コンバイン１台，田植機１台を所有しております。また，

申請地は，全て耕作可能な農地であることを確認しており，耕作に必要な農作業

への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条の許可要件を満たし

ていると調査しております。 

      議案第１１号について御説明いたします。雀宮地区の申請です。譲渡人は，譲

受人の営農に協力するため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を

売買により取得し，野菜を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラ

クター１台を所有しております。また，申請地は，全て耕作可能な農地であるこ

とを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないこと

から，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

     議案第１２号について御説明します。篠井地区の申請です。譲渡人は，相続し

たが耕作できないため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を売買

により取得し，柿を栽培する旨の申請です。農機具の調達状況は，トラクター１

台，動力噴霧器１台を所有しております。また，申請地は，全て耕作可能な農地
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であることを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題

ないことから，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第７号から１２号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第７号から１２号について「申請のとお

り許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。３ページをお開きください。「農

地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第１３号から１５号ま

での３議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

 事務局  議案第１３号及び１４号については，譲受人が同一人で，隣接地であるため，

併せて御説明いたします。姿川地区の申請です。譲渡人は，譲受人の営農に協力

するため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を売買により取得し，

水稲を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラクター２台，田植機

１台，コンバイン１台を所有しております。また，申請地は，全て耕作可能な農

地であることを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問

題ないことから，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

      議案第１５号について御説明いたします。河内地区の申請です。譲渡人は，譲

受人の営農に協力するため，譲受人は，自宅近隣の農地を耕作するため，申請地

を売買により取得し，水稲を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，ト

ラクター１台，田植機１台，コンバイン１台，乾燥機１台を所有しております。

また，申請地は，全て耕作可能な農地であることを確認しており，耕作に必要な

農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条の許可要件を

満たしていると調査しております。 

議 長  議案第１３号から１５号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１３号から１５号について「申請のと

おり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。４ページをお開きください。日程

第２「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」，議案第１６号から

１８号までの３議案について上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１６号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。申請人は，

穀物乾燥機及び農業用機械置場が足りないため，自宅隣接に農業用倉庫を建築

する旨の申請です。土地利用計画については，給排水設備は設置せず，雨水は敷

地内に自然浸透させる計画です。資金計画については，全額自己資金で賄う計画
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で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は農用地と農地の集団

的な規模が，１０ヘクタール以上の区域に位置する第１種農地となっておりま

す。農用地の筆については，令和５年１０月１０日付で用途区分の変更がされて

おり，農地法第４条第６項ただし書に規定する「農用地区域内農地を農振法第８

条第４項に規定する農用地利用計画において指定された用途に供する場合」に

該当し，第１種の筆については，第１種農地の不許可の例外規定である，農地法

施行令第４条第１項第２号イ「申請に係る農地を農業用施設に供するものであ

る場合」に該当するため，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても

問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第４条の許可

要件を満たしていると調査しております。 

    議案第１７号及び議案第１８号は，隣接する土地で事業目的も同一であるた

め，併せて御説明いたします。雀宮地区の申請です。申請人は，耕作の利便性向

上のため，１年間の一時転用により，盛土する農地改良の申請です。土地利用計

画については，現在，道路より２メートル近く低い田を，畑にして果樹を栽培す

るため，最大で２．１メートル盛土する計画となっており，盛土用の土砂につい

ては，県内外各所から９，８２３．９８立方メートルを搬入する計画となってお

ります。資金計画については，事業費全額を自己資金により賄う計画で，金融機

関の残高証明書が添付されております。申請地は，農用地でありますが一時転用

で畑にする計画であり，不許可の例外に該当するため，立地基準では許可に支障

はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められるこ

とから，農地法第４条の許可要件を満たしているものと調査しております。 

議 長  議案第１６号から１８号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１６号から１８号について「申請のと

おり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。５ページをお開きください。日程

第３「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第１９号から 

２６号までの８議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１９号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，既

存の資材置場が手狭なため，申請地を売買により取得し，新たに資材置場を整備

する旨の申請です。譲受人は，平成２４年１０月２４日に設立された法人で，土

木建築工事等を主な目的としております。土地利用計画については，敷地内は砂

利敷きとし，土砂，建設資材のほか，トラックやショベルカーなどの重機等を置

く計画で，雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。資金計画については，事業

費等の全てを自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されて
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おります。申請地は，農地の集団的な規模が，５．２ヘクタールの区域に位置す

る第２種農地と判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由につい

ても問題なく，転用の実行も支障がないことから，農地法第５条許可要件を満た

していると調査しております。 

議案第２０号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，売

電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨の申請で

す。譲受人は，令和３年９月２２日に設立した法人で，再生可能エネルギー発電

事業を主な目的としております。本件は，非ＦＩＴ法による売電を行うもので，

譲受人と小売電気事業者との間で，非ＦＩＴ太陽光発電所で発電された電気の

売買契約を締結しております。申請地における太陽光発電の概要ですが，太陽光

発電モジュール１６２枚を設置し，年間発電量９５，０９６キロワットアワーを

予定しており，売電単価税抜１１円で計算いたしますと，経費等を除いた年間の

利益は９０万円程度となる見込みです。土地利用計画については，申請地を整地

した後にパネルを設置し，周囲はフェンスで囲む計画であり，雑草が繁茂しない

よう除草作業を行うこととしており，雨水は敷地内に自然浸透させる計画とな

っております。資金計画については，土地取得費等を全額自己資金により賄う計

画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は，農地の集団的な

規模が，１．８ヘクタールの区域に位置する第２種農地と判断しており，立地基

準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がな

いと認められることから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査して

おります。 

議案第２１号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲受人は，

事業拡大に伴い，申請地を売買により取得し，現在の危険品倉庫の隣接に定温倉

庫を建築する旨の申請で，都市計画法第３４条１４号の大規模な流通業務施設

に該当します。譲受人は，昭和４６年３月１０日に設立された法人で，倉庫業，

梱包業，貨物自動車運送業を目的としております。土地利用計画については，敷

地内はアスファルト舗装とし，定温倉庫１棟を建築するもので，外周はＬ型擁壁

で囲い，土砂の流出を防止し，給排水設備は設けず，雨水は側溝及び管渠により

集水し，雨水貯留施設へ流入する計画です。資金計画については，土地取得費及

び建物建築費等を，自己資金及び融資により賄う計画で，金融機関の残高証明及

び融資見込証明書が添付されております。申請地は，農地の集団的な規模が， 

６．６ヘクタールの区域に位置する第２種農地と判断しており，立地基準では許

可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認め

られることから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

    議案第２２号及び２３号については，同一事業のため，併せて御説明いたしま

す。瑞穂野地区の申請です。譲受人は，事業拡大に伴い，新たに物流倉庫を建築



7 

 

する旨の申請で，都市計画法第３４条１４号の大規模な流通業務施設に該当し

ます。譲受人は，議案第２１号と同一の法人であり，倉庫業，梱包業，貨物自動

車運送業を目的としております。土地利用計画については，山林５，２９４平方

メートル及び雑種地８，２６８平方メートルを同時利用する計画で，敷地内はア

スファルト舗装とし，物流倉庫２棟，事務所棟１棟を建築し，外周はＬ型擁壁で

囲う計画となっております。給排水計画については，北側の同時利用地に建築予

定の事務所については，市の上水道に接続，排水は合併処理浄化槽で敷地内処理

する計画で，敷地全体の雨水処理については，側溝及び管渠により集水し，貯留

施設で処理する計画となっております。資金計画については，土地取得費及び建

物建築費等を，自己資金及び融資により賄う計画で，金融機関の残高証明及び融

資見込証明書が添付されております。申請地は，農地の集団的な規模が，４．２

ヘクタールの区域に位置する第２種農地と判断しており，立地基準では許可に

支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められ

ることから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

    議案第２４号について御説明いたします。横川地区の申請です。借受人は，持

家がないため，申請地に３０年間の使用貸借権を設定し，自己用住宅を建築する

旨の申請であり，事業面積の大部分が宅地を利用する計画となっております。借

受人は貸付人の孫であり，都市計画法第３４条１４号の「自己用住宅を所有する

世帯親族のための住宅」に該当します。給排水計画については，市の上水道に接

続，排水は合併処理浄化槽により敷地内処理とし，雨水は敷地内に自然浸透させ

るものです。資金計画については，建物建築費等を自己資金及び融資により賄う

計画で，金融機関の残高証明書及び融資見込証明書が添付されております。申請

地は，住宅の用若しくは事業の用に供する施設又は公共施設若しくは公益的施

設が連たんしている区域に位置する第３種農地と判断しており，立地基準では

許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認

められることから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しておりま

す。 

議案第２５号及び２６号については，借受人が同一の法人で，事業の概要も同

一のため，併せて御説明いたします。雀宮地区の申請です。借受人は，議案第 

２５号については，送電鉄塔撤去のため，申請地には３か月間の賃借権を設定し，

２６号については，送電鉄塔基礎撤去のため，２か月間の賃借権を設定し，工事

用地として一時転用する旨の申請です。借受人は，平成２０年１０月１日に設立

された法人で，電力設備の保守及び管理を主な目的としております。土地利用計

画については，作業用のポリエチレン製板を敷設し，周囲はサポートピンを打ち

込みキャスターゲートで囲んで柵を作り，休憩所，送電撤去のための重機置場，

作業用地として利用する計画です。なお，申請地は農地の一部であり，いずれも
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特定図での申請となっております。資金計画については，整地費及び賃料等を全

額自己資金により賄う計画となっており，金融機関の残高証明書が添付されて

おります。申請地は，土地改良法による換地処分を受けた第１種農地及び農用地

でありますが，一時転用で農地に復元する計画であることから，不許可の例外に

該当します。以上のことから，いずれも立地基準では許可に支障はなく，申請事

由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法

第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第１９号から２６号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１９号から２６号について「申請のと

おり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。６ページをお開きください。日程

第３「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第２９号を除

く議案第２７号から３４号までの７議案について，一括上程します。事務局の説

明を願います。 

事務局  議案第２７号及び２８号については，譲受人が同一で，いずれも太陽光発電事

業であり，申請地も近く，同じ農地区分であるため，併せて御説明いたします。 

姿川地区の申請です。譲受人は，売電するため，申請地を売買により取得し，太

陽光発電施設を設置する旨の申請です。譲受人は，令和３年９月２２日に設立し

た法人で，再生可能エネルギー発電事業を主な目的としております。本件は，非

ＦＩＴ法による売電を行うもので，譲受人と小売電気事業者との間で，非ＦＩＴ

太陽光発電所で発電された電気の売買契約を締結しております。申請地におけ

る太陽光発電の概要ですが，議案第２７号については，太陽光発電モジュール 

１５９枚を設置し，年間発電量９９，３９８キロワットアワーを予定しており，

売電単価税抜１１円で計算いたしますと，経費等を除いた年間の利益は９１万

円程度となる見込みです。一方の議案第２８号については，太陽光発電モジュー

ル１６２枚を設置し，年間発電量９８，５４０キロワットアワーを予定しており，

売電単価税抜１１円で計算いたしますと，経費等を除いた年間の利益は，こちら

も９１万円程度となる見込みです。土地利用計画については，いずれも申請地を

整地した後にパネルを設置し，周囲はフェンスで囲む計画であり，雑草が繁茂し

ないよう除草作業を行うこととしており，雨水は敷地内に自然浸透させる計画

となっております。資金計画については，土地取得費等を全額自己資金により賄

う計画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請地はいずれも農地

の集団的な規模が１．７ヘクタールの区域に位置する第２種農地と判断してお

り，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行
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も支障がないと認められることから，農地法第５条許可要件を満たしていると

調査しております。 

議案第３０号について御説明いたします。城山地区の申請です。借受人が，園

芸用土を採取するため，申請地に１年間の賃借権を設定し，一時転用する旨の申

請です。借受人は，平成１７年８月９日に設立した法人で，園芸用土の採取を主

な目的としております。事業計画によりますと，作業時間は午前８時から午後 

５時まで，保安距離については，申請地の東側と南側の道路から２メートル，西

側と北側の畑から１メートルを設け，掘削角度は４５度，掘削の深さは３．５メ

ートル，周辺には防護ネットを設置し，出入り口には鉄板を敷いて，常に清掃を

心掛けるよう配慮する計画となっております。園芸用土の販売先については，鹿

沼市の法人３社となっております。埋戻し用土については，鹿沼市の法人から土

砂を購入予定であり，表土については，現在の申請地の表土５０センチを利用す

る計画となっております。重機等については，バックホー２台，１０トントラッ

ク６台をリースする計画となっております。借受人の農地における土採取の実

績ですが，前々回地は，飯田町の畑５，３３１平方メートルを令和２年２月４日

に許可を受け，農地に復元されており，前回地は，氷室町の畑３，９１０平方 

メートルを，令和５年１月６日に許可を受け，農地に復元されております。資金

計画については，事業費等を全額自己資金により賄う計画となっており，金融機

関の残高証明書が添付されております。申請地は，農振農用地でありますが，一

時転用で農地に復元する計画であることから，不許可の例外に該当します。また，

申請書には，「安全操業に努め，土採取に伴う災害を発生させないこと及び採取

後は現在の農地同様の耕作可能な農地に復元し，農業委員立会いのもとで完了

報告を行う旨の誓約書」が添付されていることから，条件を付す必要はないと思

われます。以上のことから，立地基準では許可に支障はなく，申請事由について

も問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条許可

要件を満たしていると調査しております。 

    議案第３１号について御説明いたします。城山地区の申請です。譲受人は，収 

穫したシイタケの集荷作業を行うため，申請地を売買により取得し作業場及び 

作業員駐車場を整備する旨の申請です。譲受人は，申請地に隣接した山林でシイ 

タケを栽培しており，申請地に砂利を敷いて集荷作業を行う計画であり，給排水 

設備は設けず，雨水は敷地内に自然浸透させる計画となっております。資金計画 

については，土地購入費等を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証 

明書が添付されております。申請地は，農用地でありますが，令和５年１０月 

１０日付で用途区分変更がされており，農地法第４条第６項ただし書に規定す 

る「農用地区域内農地を農振法第８条第４項に規定する農用地利用計画におい 

て指定された用途に供する場合」に該当し，立地基準では許可に支障はなく，申 
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請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農 

地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第３２号について御説明いたします。豊郷地区の申請です。借受人は，持 

家がないため，申請地に１０年間の使用貸借権を設定し，自己用住宅を建築する

旨の申請です。借受人は，貸付人の子であり，都市計画法第３４条第１４号の「市

街化調整区域内に長期居住する者のための自己用住宅」に該当します。給排水計

画については，市の上下水道に接続，雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。

資金計画については，建物建築費等を全額融資により賄う計画で，金融機関の融

資見込証明書が添付されております。申請地は，済生会病院から４００メートル，

陽の丘幼稚園から５００メートルの場所に位置し，上下水道が埋設してある道

路の沿道に位置する第３種農地と判断しており，立地基準では許可に支障はな

く，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められることか

ら，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第３３号について御説明いたします。豊郷地区の申請です。借受人は，持

家がないため，申請地に２０年間の使用貸借権を設定し，自己用住宅を建築する

旨の申請です。借受人は，貸付人の子であり，都市計画法第３４条１４号の「線

引き前から親族が所有する土地における住宅」に該当します。給排水計画につい

ては，給水は市の上水道に接続，排水は合併処理浄化槽により敷地内処理とし，

雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。資金計画については，建物建築費等を

全額融資により賄う計画で，金融機関の融資見込証明書が添付されております。

申請地は農地の集団的な規模が，１０ヘクタール以上の区域に位置する第１種

農地と判断しており，原則として許可できないものとされておりますが，第１種

農地の不許可の例外規定である，農地法施行規則第３３条第４号，「住宅その他

申請に係る土地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要

な施設で，集落に接続して設置されるもの」に該当することから，立地基準では

許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認

められることから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しておりま

す。 

議案第３４号について御説明いたします。上河内地区の申請です。借受人は，

乾燥機及び農業用車両置場が足りないため，申請地に２０年間の使用貸借権を

設定し，農業用倉庫を建築する旨の申請であり，筆の一部の転用であるため，特

定図での申請となっております。借受人は，平成２７年６月１２日に設立した法

人で，農畜産物の生産及び販売を主な目的としており，借受人である法人の代表

と貸付人の関係は，親子であります。土地利用計画については，敷地内は砕石舗

装とし，穀物乾燥機，農業用機械置場としての農業用倉庫，及びもみ殻置き場等

を整備する計画となっております。給排水計画については，給排水設備は設けず，
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雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。資金計画については，建物建築費等を

全額融資により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請

地は，農用地でありますが，令和５年１０月１０日付で用途区分が変更されてお

り，農地法第４条第６項ただし書に規定する「農用地区域内農地を農振法第８条

第４項に規定する農用地利用計画において指定された用途に供する場合」に該

当し，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実

行も支障がないと認められることから，農地法第５条の許可要件を満たしてい

るもと調査しております。 

議 長  議案第２９号を除く２７号から３４号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第２９号を除く２７号から３４号につい

て「申請のとおり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。７ページをお開きください。日程

第４「相続税の納税猶予に関する適格者証明について」，議案第３５号について，

一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第３５号は，旧市地区の願出です。宝木町２丁目に住む相続人が，宝木町

２丁目の農地１筆３，０４４平方メートルについて，相続税の納税猶予に関する

適格者である証明を受けたい旨の願出です。相続税の納税猶予に関する適格者

である要件として，被相続人が農業を営んでいたかどうか。その相続人が引き続

き農業経営を行うと認められるかどうか，猶予を受けようとする農地が被相続

人によって耕作されていたかどうか，という３つの要件について，提出書類，農

家台帳，小作台帳，現地調査等で確認したところ，全ての要件を満たしており，

適格者として証明することに問題ないものと調査しております。 

議 長  議案第３５号について，質疑願います。 

委 員 （質疑等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第３５号について，「適格者と認める」

ことに，御異議ありませんか。 

委 員 （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。８ページをお開きください。日程

第５「農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画（利用権設定）の決定

について」，議案第３６号から９ページ５０号までの１５議案について，一括上

程します。事務局の説明を願います。なお，議案第４３号は，７番委員が経営す

る法人が借受者となっておりますので，議事参与の制限により，審議が終了する

まで７番委員に退出していただきます。 

委 員  （７番委員退出） 
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議 長  それでは，議案第４３号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第４３号の借受者は，議席番号７番委員が経営する法人で，城山地区の計

画です。畑の貸し借りになります。この計画は所有者・借受者・土地の地番・面

積・台帳等と照合しましたところ，適正な計画であると調査しております。  

議 長  議案第４３号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。  

議案第４３号について，「計画を決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。 

議案第４３号が終了しましたので，７番委員に入室・着席していただきます。 

委 員  （７番委員入室） 

議 長  審議済の議案第４３号を除く，議案第３６号から５０号について，事務局の説

明を願います。 

事務局  議案第３６号から３８号は，清原地区の計画です。畑の貸し借りになります。 

     議案第３９号は，横川地区の計画です。雀宮地区の１筆を含む計画です。田の 

貸し借りになります。 

議案第４０号，４１号は，雀宮地区の計画です。田の貸し借りになります。 

議案第４２号は，城山地区の計画です。田の貸し借りになります。 

議案第４４号は，国本地区の計画です。田と畑の貸し借りになります。 

議案第４５号から４７号は，篠井地区の計画です。田の貸し借りになります。 

議案第４８号は，上河内地区の計画です。田の貸し借りになります。 

議案第４９号，５０号は，河内地区の計画です。田の貸し借りになります。 

これらの計画は，所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しました

ところ，適正な計画であると調査しております。  

議 長  議案第４３号を除く，議案第３６号から５０号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。  

議案第４３号を除く，議案第３６号から５０号について，「計画のとおり決定

する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１０ページをお開きください。

日程第６「農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（農地中

間管理事業）の決定について」，議案第５１号から１４ページ１３５号までの

８５議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。なお，議事参

与の制限により，審議が終了するまで退出していただく議案がいくつかありま
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すので，そちらの議案から先に審議してまいります。まず１２ページ議案第 

１０１号及び１０２号については，７番委員の親族が経営する法人が借受者と

なっておりますので，審議が終了するまで７番委員に退出していただきます。 

委 員  （７番委員退出） 

 議 長  それでは，議案第１０１号及び１０２号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１０１号，１０２号の借受者は，議席番号７番委員の親族が経営する 

法人で城山地区の計画です。畑の貸し借りになります。これらの計画は所有者・ 

借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しましたところ，いずれも適正な計画 

であると調査しております。 

 議 長  議案第１０１号及び１０２号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。  

議案第１０１号及び１０２号について，「計画を決定する」ことに，御異議あ

りませんか。 

委 員  （異議なし） 

 議 長  御異議がないので，そのように決定します。議案第１０１号及び１０２号が終

了しましたので，７番委員に入室・着席していただきます。 

委 員  （７番委員入室） 

 議 長  次に，１３ページ議案第１１８号は，１１番委員の親族が借受者となっており

ますので，審議が終了するまで１１番委員に退出していただきます。 

委 員  （１１番委員退出） 

議 長  それでは，議案第１１８号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１１８号の借受者は，議席番号１１番委員の親族で，上河内地区の計 

画です。田の貸し借りになります。この計画は，所有者・借受者・土地の地番・

面積・台帳等と照合しましたところ，いずれも適正な計画であると調査しており

ます。 

 議 長  議案第１１８号について，質疑願います。 

 委 員  （意見等なし） 

 議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１１８号について，「計画を決定する」

ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。議案第１１８号が終了しましたの

で，１１番委員に入室・着席していただきます。 

委 員 （１１番委員入室） 

 議 長  次に，１４ページ議案第１３１号は，６番委員の親族が経営する法人が借受者

となっておりますので，審議が終了するまで６番委員に退出していただきます。 
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 委 員  （６番委員退出） 

議 長  それでは，議案第１３１号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１３１号の借受者は，議席番号６番委員の親族が経営する法人で，河内

地区の計画です。田の貸し借りになります。この計画は所有者・借受者・土地の

地番・面積・台帳等と照合したところ，いずれも適正な計画であると調査してお

ります。 

議 長  議案第１３１号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。  

議案第１３１号について，「計画を決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。 

議案第１３１号が終了しましたので，６番委員に入室・着席していただきます。 

（６番委員入室） 

議 長  審議済の４議案を除く，議案第５１号から１３５号について，事務局の説明を

願います。 

事務局  議案第５１号から５４号は，平石地区の計画です。田の貸し借りが３件，畑の

貸し借りが１件です。 

議案第５５号から６８号は，清原地区の計画です。田の貸し借りが６件，畑の

貸し借りが８件です。 

議案第６９号から７２号は，瑞穂野地区の計画です。田の貸し借りが３件，畑

の貸し借りが１件です。 

議案第７３号から１１ページ議案第７８号は，横川地区の計画です。なお，議

案第７７号は，雀宮地区の２筆を含む計画です。田の貸し借りになります。 

議案第７９号から１２ページ議案第９５号は，雀宮地区の計画です。田の貸し

借りが１３件，畑の貸し借りが４件です。 

議案第９６号から１００号は，姿川地区の計画です。田の貸し借りになります。 

議案第１０３号から１０５号は，国本地区の計画です。田の貸し借りが２件，

畑の貸し借りが１件です。 

議案第１０６号，１０７号は，篠井地区の計画です。田の貸し借りになります。 

議案第１０８号から１３ページ議案第１１０号は，富屋地区の計画です。田の

貸し借りが２件，畑の貸し借りが１件です。 

議案第１１１号から１１４号は，豊郷地区の計画です。田の貸し借りになりま

す。 

議案第１１５号から議案第１１８号を除く，１２０号は，上河内地区の計画で

す。なお，議案第１１６号は河内地区の４筆を含む計画です。田の貸し借りにな
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ります。 

議案第１２１号から１４ページ議案第１３１号を除く，１３５号は，河内地区

の計画です。田の貸し借りになります。 

これらの計画は，所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しました

ところ，いずれも適正な計画であると調査しております。 

議 長  審議済の４議案を除く，議案第５１号から１３５号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。審議済の４議案を除く，議案第５１号から 

１３５号について，「計画のとおり決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１４ページをお開きください。日

程第７「農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（所有権移転）

の決定について」，議案第１３６号から１５ページ１４２号までの議案について，

一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１３６号は瑞穂野地区の計画です。譲受人は，経営規模拡大のため，県

公社から，下桑島町の田４筆，計７，０９２平方メートルを売買により取得する

ものです。 

議案第１３７号は，雀宮地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から， 

下反町町の田１筆１，４３９平方メートルを売買により取得するものです。 

議案第１３８号，１３９号は，篠井地区の計画です。譲受人は，経営規模拡大

のため，県公社から，篠井町の田と畑２筆，計２，５１２平方メートルと篠井町

の田４筆，計１１，５５３平方メートルを売買により取得するものです。 

議案第１４０号は，豊郷地区の計画です。譲受人は，経営規模拡大のため，県

公社から，関堀町の田３筆計７，８２２平方メートルを売買により取得するもの

です。 

議案第１４１号は，河内地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から， 

相野沢町の田１筆１，５２９平方メートルを売買により取得するものです。 

議案第１４２号は，河内地区の計画です。譲受人が，経営規模拡大のため，県

公社から，逆面町の田１２筆，計２１，４４５平方メートルを売買により取得す

るものです。 

これらの計画は，農地中間管理機構である県公社が行う農地売買等事業であ

り，農用地の売渡申出書，農用地等買受申込書が提出されており，移転の土地，

契約の内容，譲渡の状況等調査いたしましたところ，いずれも適正な計画である

と調査しております。  

議 長  議案第１３６号から１４２号までの議案について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 
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議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１３６号から１４２号について，「計

画のとおり決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１７ページをお開きください。日 

程第８「農地中間管理事業の推進に関する法律の規定による農用地利用集積等 

促進計画（案）に対する意見について」，議案第１４３号から１５９号までの議 

案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

 事務局  議案第１４３号から１５４号は，国本地区の計画です。農地中間管理事業によ 

り，「県公社」から農地を借り受けて耕作しておりました耕作者を息子に変更 

するものです。 

議案第１５５号は，上河内地区の計画です。農地中間管理事業により，「県公 

社」から農地を借り受けた耕作者から，別の耕作者へ耕作者を変更するものです。 

議案第１５６号，１５７号は，上河内地区の計画です。農地中間管理事業によ

り，「県公社」から農地を借り受けた耕作者から，別の耕作者へ変更するもので

す。 

議案第１５８号は，河内地区の計画です。農地中間管理事業により，「県公社」

から農地を借り受けた耕作者から，別の耕作者へ耕作者を変更するものです。 

議案第１５９号は，河内地区の計画です。農地中間管理事業により，「県公社」

から農地を借り受けた耕作者から，別の耕作者へ変更するものです。 

これらの計画は，所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しました 

ところ，適正な計画であると調査しております。 

議 長  議案第１４３号から１５９号までの議案について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１４３号から１５９号について，「計

画のとおり決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１９ページをお開きください。日 

程第９「令和５年度再生利用が困難な農地の非農地判断について」，一括上程し 

ます。事務局の説明を願います。 

事務局  こちらは，「農地法の運用について」に基づき，再生利用が困難な農地につい

て，農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断を行うものでありま

す。本年度については，「１ 非農地判断対象農地」の表のとおり，農振白地区域

の農地が，畑２筆２４０平方メートル，農振青地区域の農地が，畑１筆８１平方

メートル，合計３筆３２１平方メートルであります。これらについては，１２月

６日に農業委員３名により現地調査を行い，１９日の運営委員会において非農

地と判断できるものと意見をいただいております。「２ 非農地判断の期日」につ
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いては，本日の議決により令和５年１２月２１日となります。「３ 今後のスケジ

ュール」ですが，１月に所有者へ非農地通知書の送付，法務局等関係機関へ非農

地通知一覧表の送付を行い，農地台帳からの除外を進めてまいります。 

議 長  令和５年度 再生利用が困難な農地の非農地判断について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。令和５年度 再生利用が困難な農地の非農地

判断について，「対象地３筆について，非農地と判断する」ことに，御異議あり

ませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。２０ページをお開きください。事

務局より報告事項に入ります。報告第１から第７について，事務局より報告願い

ます。 

事務局  （事務局より報告第１から報告第７まで一括で報告） 

議 長  議案の審議は全て終了しましたが，皆様から何か報告等はありませんか。 

委 員  （女性農業委員の登用について，知事から表彰された旨を報告） 

議 長  事務局から何かありますか。 

事務局  中島町の是正計画について，これまでの経緯については，次回の定例総会で 

報告させていただく。 

 議 長  全ての審議が終了しましたので，以上で第５回定例総会を終了します。 

                           （閉会 午後３時１５分） 


